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次  第 

 

第１部 記念講演会      １４：００～１５：３０  
                                 

  演 題 「中国の国際戦略と日中関係」 

  講 師  評論家  石 平 氏 
  

 

第２部 第９回 定時総会    １５：４５～１７：００   

 

    １．開会のことば 

 

    ２．来賓紹介 

 

３．会長あいさつ 

 

    ４．定足数の確認  

 

    ５．議長就任 

 

    ６．議事録署名人選定 

 

 ７．議 事（総会承認事項） 

第 1 号議案 令和２年度決算承認の件  監査報告 

        第２号議案 任期満了に伴う役員改選案承認の件 

 

８．総会報告事項（理事会承認事項） 

        （１）令和２年度事業報告について 

        （２）令和３年度事業計画及び収支予算について 

        （３）その他 

 

    ９．功労者表彰 

       

   １０．来賓祝辞 

        

１１．閉会のことば 

 

 

   

 
 



第１号議案　令和２年度決算承認の件

科　　　　　     　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ．資産の部

　１．流動資産

　　　　　　現金 52,084 55,394 △ 3,310

　　　　　　普通預金 6,684,235 5,487,633 1,196,602

　　　　　　前払金 0 0

　　　　流動資産合計 6,736,319 5,543,027 1,193,292

　２．固定資産

　　（１）基本財産

　　　　　　定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　　　　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　（２）特定資産

　　　　　　周年行事引当資産 3,050,000 3,050,000 0

　　　　　　什器備品減価償却引当資産 215,727 207,056 8,671

　　　　　　公益活動引当資産 4,000,000 4,000,000 0

　　　　特定資産合計 7,265,727 7,257,056 8,671

　　（３）その他固定資産合計

　　　　　　什器備品 2 8,673 △ 8,671

　　　　　　電話加入権 83,590 83,590 0

　　　　　　預け金 9,510 0 9,510

　　　　その他固定資産合計 93,102 92,263 839

　　　　固定資産合計 12,358,829 12,349,319 9,510

　　　　資産合計 19,095,148 17,892,346 1,202,802

Ⅱ．負債の部

　１．流動負債

　　　　　　預り金 114,656 127,140 △ 12,484

　　　　流動負債合計 114,656 127,140 △ 12,484

　２．固定負債

　　　　固定負債合計 0 0 0

　　　　負債合計 114,656 127,140 △ 12,484

Ⅲ．正味財産の部

　１．一般正味財産 18,980,492 17,765,206 1,215,286

　　　　（うち基本財産への充当額 ） （　　　　5,000,000） （　　　　5,000,000） （　　　　　　　　　 0）

　　　　（うち特定資産への充当額） （　　　　7,265,727） （　　　　7,257,056） （　　　　　　36,427）

　　　　正味財産合計 18,980,492 17,765,206 1,215,286

　　　　負債及び正味財産合計 19,095,148 17,892,346 1,202,802

貸  借  対  照  表
令和３年３月３１日現在

（単位：円）
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第１号議案　令和２年度決算承認の件

科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　　 基本財産運用収入 487 487 0

　　　　　　    基本財産受取利息 487 487 0

　　　　　 特定資産運用益 725 722 3

　　　　　　　　特定資産受取利息 725 722 3

　　　　　 会費収入 6,312,450 6,326,000 △ 13,550 785社

　　　　　　　　正会員受取会費 6,142,350 6,176,900 △ 34,550 741社

　　　　　　　　賛助会員受取会費 170,100 149,100 21,000 44社

　　　　　 受取補助金等 13,092,900 12,475,200 617,700

　　　　　　　　受取県連補助金 950,000 654,000 296,000 運営補助金

　　　　　　　　受取全法連助成金 648,000 528,000 120,000

　　　　　　　　受取全法連助成金振替額 11,494,900 11,293,200 201,700 公益事業助成金

　　　　　 受取負担金 545,000 1,013,040 △ 468,040

　　　　　　　　青年部会負担金 97,500 65,000 32,500 部会費

　　　　　　　　女性部会負担金 82,500 102,500 △ 20,000 〃

　　　　　　　　総会等負担金 302,000 628,700 △ 326,700 懇親会負担金

　　　　　　　　支部負担金 63,000 216,840 △ 153,840 〃

　　　　　 雑収益 223,890 348,447 △ 124,557

　　　　　　　　受取利息 85 66 19 預金利息

　　　　　　　　雑収益 143,805 228,381 △ 84,576 事務委託料等

　　　　　　　　広告料収益 80,000 120,000 △ 40,000 水切りネット4社分

　　　　　 経常収益計 20,175,452 20,163,896 11,556

　　　（２）経常費用

　　　　　 事業費 15,064,188 16,416,066 △ 1,351,878

　　　　　　　　役員報酬 3,442,500 2,805,000 637,500 （従事割合）

　　　　　　　　給料手当 2,939,306 3,478,783 △ 539,477 （従事割合）

　　　　　　　　福利厚生費 1,515,001 1,578,751 △ 63,750 法定福利費（従事割合）

　　　　　　　　会議費 427,991 1,925,631 △ 1,497,640 研修委員、税制委員等会議費

　　　　　　　　旅費交通費 304,997 755,225 △ 450,228 講師旅費他（従事割合）

　　　　　　　　通信運搬費 667,128 575,695 91,433 広報誌　他発送費（従事割合）

　　　　　　　　減価償却費 7,368 30,961 △ 23,593 空調機（従事割合）

　　　　　　　　消耗品費 1,581,823 1,170,776 411,047 水切りネット制作他（従事割合）

　　　　　　　　印刷製本費 1,026,200 617,642 408,558 広報誌制作他（従事割合）

　　　　　　　　燃料費 29,410 34,234 △ 4,824 公用車ガソリン代（従事割合）

　　　　　　　　水道光熱費 95,966 96,358 △ 392 電気・冷暖房費他（従事割合）

　　　　　　　　賃借料 727,055 720,444 6,611 事務所家賃（従事割合）

　　　　　　　　保険料 73,532 57,144 16,388 公用車保険料（従事割合）

　　　　　　　　諸謝金 451,000 984,000 △ 533,000 講師謝金

　　　　　　　　支払負担金 15,000 101,000 △ 86,000 講演会共催分担金他

　　　　　　　　会場費 643,519 608,500 35,019 タックス・フェアー、講演会他

　　　　　　　　広告宣伝費 176,000 190,900 △ 14,900 月刊誌

　　　　　　　　表彰費 113,359 80,359 33,000 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 376,419 338,964 37,455 公用車、パソコン他（従事割合）

　　　　　　　　事務所管理費 51,000 51,000 0 共益費（従事割合）

　　　　　　　　支払手数料 109,765 86,730 23,035 諸手数料（従事割合）

　　　　　　　　雑費 289,849 127,969 161,880 ハッピクリーニング代他（従事割合）

令和２年度　正味財産増減計算書
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

（単位：円）
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第１号議案　令和２年度決算承認の件

科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

　　　　 　管理費 3,895,978 4,045,792 △ 149,814

　　　　　　　　役員報酬 607,500 495,000 112,500 （従事割合）

　　　　　　　　給与手当 518,703 613,905 △ 95,202 （従事割合）

　　　　　　　　福利厚生費 267,355 278,606 △ 11,251 （従事割合）

　　　　　　　　会議費 526,279 509,024 17,255 総会、理事会、総務委員会他

　　　　　　　　旅費交通費 83,813 138,145 △ 54,332 （従事割合）

　　　　　　　　通信運搬費 190,596 179,494 11,102 （従事割合）

　　　　　　　　減価償却費 1,303 5,466 △ 4,163 （従事割合）

　　　　　　　　消耗品費 55,053 49,074 5,979 （従事割合）

　　　　　　　　印刷製本費 441,843 519,838 △ 77,995 （従事割合）

　　　　　　　　燃料費 5,190 6,044 △ 854 （従事割合）

　　　　　　　　水道光熱費 16,937 17,006 △ 69 （従事割合）

　　　　　　　　賃借料 128,305 127,140 1,165 （従事割合）

　　　　　　　　保険料 12,978 10,086 2,892 （従事割合）

　　　　　　　　諸謝金 353,000 320,000 33,000 顧問税理士謝金他

　　　　　　　　諸会費 22,500 22,500 0 商工会議所、観光協会他

　　　　　　　　支払負担金 253,200 270,800 △ 17,600 県連、青年・女性部負担金

　　　　　　　　会場費 122,210 52,904 69,306 総会、理事会、総務委員会他

　　　　　　　　渉外慶弔費 49,204 66,104 △ 16,900 香典他

　　　　　　　　表彰費 34,000 133,649 △ 99,649 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 66,429 59,820 6,609 （従事割合）

　　　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000 0 （従事割合）

　　　　　　　　支払手数料 19,372 15,307 4,065 （従事割合）

　　　　　　　　雑費 111,208 146,880 △ 35,672 （従事割合）

　　　　　 経常費用計 18,960,166 20,461,858 △ 1,501,692

　　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 1,215,286 △ 297,962 1,513,248

　　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　　当期経常増減額 1,215,286 △ 297,962 1,513,248

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）経常外費用

　　　　　 経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 1,215,286 △ 297,962 1,513,248

　　　　　　　一般正味財産期首残高 17,765,206 18,063,168 △ 297,962

　　　　　　　一般正味財産期末残高 18,980,492 17,765,206 1,215,286

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　　 受取補助金等 11,494,900 11,293,200 201,700

　　　　　　　　受取全法連助成金 11,494,900 11,293,200 201,700

　　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 11,494,900 △ 11,293,200 △ 201,700

　　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 11,494,900 △ 11,293,200 △ 201,700

　　　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 18,980,492 17,765,206 1,215,286

－３－



公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他　　１ 他　　　２ 収益共通 収益合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 0 0 487 487 0 0 0 0 0 487

　　　　　　基本財産受取利息 0 0 487 487 0 0 0 0 0 487

　　　　 特定資産運用益 0 0 200 200 0 0 0 0 525 725

　　　　　　特定資産受取利息 0 0 200 200 0 0 0 0 525 725

　　　　 受取会費 0 0 631,245 631,245 0 0 2,524,980 2,524,980 3,156,225 6,312,450

　　　　　　正会員受取会費 0 0 614,235 614,235 0 0 2,456,940 2,456,940 3,071,175 6,142,350

　　　　　　賛助会員受取会費 0 0 17,010 17,010 0 0 68,040 68,040 85,050 170,100

　　　　 受取補助金等 0 0 11,494,900 11,494,900 418,000 310,000 0 728,000 870,000 13,092,900

　　　　　　受取県連助成金 0 0 0 0 350,000 100,000 0 450,000 500,000 950,000

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 0 0 68,000 210,000 0 278,000 370,000 648,000

　　　　　　受取全法連助成金振替 0 0 11,494,900 11,494,900 0 0 0 0 0 11,494,900

　　　　 受取負担金 0 0 0 0 238,000 0 180,000 418,000 127,000 545,000

　　　　　　青年部会負担金 0 0 0 0 0 0 97,500 97,500 0 97,500

　　　　　　女性部会負担金 0 0 0 0 0 0 82,500 82,500 0 82,500

　　　　　　総会等負担金 0 0 0 0 175,000 0 0 175,000 127,000 302,000

　　　　　　支部負担金 0 0 0 0 63,000 0 0 63,000 0 63,000

　　　　 雑収益 0 80,000 0 80,000 0 72,930 0 72,930 70,960 223,890

　　　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 85 85

　　　　　　雑収益 0 0 0 0 0 72,930 0 72,930 70,875 143,805

　　　　　　広告料収益 0 80,000 0 80,000 0 0 0 0 0 80,000

　　経　　常　　収　　益　　計 0 80,000 12,126,832 12,206,832 656,000 382,930 2,704,980 3,743,910 4,224,710 20,175,452

　　（２）経常費用

　　　　 事業費 8,247,696 4,215,918 0 12,463,614 2,248,407 352,167 0 2,600,574 0 15,064,188

　　　　　　役員報酬 2,025,000 769,500 0 2,794,500 567,000 81,000 0 648,000 0 3,442,500

　　　　　　給料手当 1,729,004 657,021 0 2,386,025 484,121 69,160 0 553,281 0 2,939,306

　　　　　　福利厚生費 891,178 338,647 0 1,229,825 249,529 35,647 0 285,176 0 1,515,001

　　　　　　会議費 149,302 30,720 0 180,022 231,469 16,500 0 247,969 0 427,991

　　　　　　旅費交通費 105,005 166,391 0 271,396 29,401 4,200 0 33,601 0 304,997

　　　　　　通信運搬費 365,890 202,047 0 567,937 80,893 18,298 0 99,191 0 667,128

　　　　　　減価償却費 4,335 1,647 0 5,982 1,213 173 0 1,386 0 7,368

　　　　　　消耗品費 461,898 931,904 0 1,393,802 180,681 7,340 0 188,021 0 1,581,823

　　　　　　印刷製本費 765,968 160,880 0 926,848 86,933 12,419 0 99,352 0 1,026,200

　　　　　　燃料費 17,300 6,574 0 23,874 4,844 692 0 5,536 0 29,410

　　　　　　水道光熱費 56,451 21,451 0 77,902 15,806 2,258 0 18,064 0 95,966

　　　　　　賃借料 427,680 162,518 0 590,198 119,750 17,107 0 136,857 0 727,055

　　　　　　保険料 43,255 16,436 0 59,691 12,111 1,730 0 13,841 0 73,532

　　　　　　諸謝金 55,000 396,000 0 451,000 0 0 0 0 0 451,000

　　　　　　支払負担金 0 15,000 0 15,000 0 0 0 0 0 15,000

　　　　　　会場費 511,827 116,952 0 628,779 12,540 2,200 0 14,740 0 643,519

　　　　　　広告宣伝費 132,000 44,000 0 176,000 0 0 0 0 0 176,000

　　　　　　表彰費 5,359 0 0 5,359 43,000 65,000 0 108,000 0 113,359

　　　　　　リース料 221,424 84,141 0 305,565 61,998 8,856 0 70,854 0 376,419

　　　　　　事務所管理費 30,000 11,400 0 41,400 8,400 1,200 0 9,600 0 51,000

　　　　　　支払手数料 64,568 24,536 0 89,104 18,079 2,582 0 20,661 0 109,765

　　　　　　雑費 185,252 58,153 0 243,405 40,639 5,805 0 46,444 0 289,849

公１：税制、税務に関する調査研究並びに提言活動。税知識の普及を目的とする事業。納税意識の高揚を目的とする事業

公２：地域企業の健全な発展に寄与する事業。地域社会への貢献を目的とする事業

他１：会員の交流に資するための事業（会員親睦交流、会員増強）

他２：会員のための福利厚生事業　　　　　　　　 -4-

正味財産増減計算書内訳表
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

（単位：円）

公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合　　　計科　　　　　目



科　　　　　目 公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計 法人会計 合　　　計

　　　　 管理費 3,895,978 3,895,978

　　　　　　役員報酬 607,500 607,500

　　　　　　給料手当 518,703 518,703

　　　　　　福利厚生費 267,355 267,355

　　　　　　会議費 526,279 526,279

　　　　　　旅費交通費 83,813 83,813

　　　　　　通信運搬費 190,596 190,596

　　　　　　減価償却費 1,303 1,303

　　　　　　消耗品費 55,053 55,053

　　　　　　印刷製本費 441,843 441,843

　　　　　　燃料費 5,190 5,190

　　　　　　水道光熱費 16,937 16,937

　　　　　　賃借料 128,305 128,305

　　　　　　保険料 12,978 12,978

　　　　　　諸謝金 353,000 353,000

　　　　　　諸会費 22,500 22,500

　　　　　　支払負担金 253,200 253,200

　　　　　　会場費 122,210 122,210

　　　　　　渉外慶弔費 49,204 49,204

　　　　　　表彰費 34,000 34,000

　　　　　　リース料 66,429 66,429

　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000

　　　　　　支払手数料 19,372 19,372

　　　　　　雑費 111,208 111,208

　　経　　常　　費　　用　　計 8,247,696 4,215,918 0 12,463,614 2,248,407 352,167 0 2,600,574 3,895,978 18,960,166

　　　　　　当期経常増減額 △ 8,247,696 △ 4,135,918 12,126,832 △ 256,782 △ 1,592,407 30,763 2,704,980 1,143,336 328,732 1,215,286

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　 経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　 経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　他会計振替額 0 0 235,381 235,381 0 0 △ 235,381 △ 235,381 0 0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 8,247,696 △ 4,135,918 12,362,213 △ 21,401 △ 1,592,407 30,763 2,469,599 907,955 328,732 1,215,286

　　　　 一般正味財産期首残高 - - - - - - - - - 17,765,206

　　　　 一般正味財産期末残高 - - - - - - - - - 18,980,492

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　 受取補助金等 0 0 11,494,900 11,494,900 0 0 0 0 0 11,494,900

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 11,494,900 11,494,900 0 0 0 0 0 11,494,900

　　　　 一般財産へ振替額 0 0 △ 11,494,900 △ 11,494,900 0 0 0 0 0 △ 11,494,900

　　　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 11,494,900 △ 11,494,900 0 0 0 0 0 △ 11,494,900

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 - - - - - - - - - 0

　　　　 指定正味財産期末残高 - - - - - - - - - 0

Ⅲ．正味財産期末残高 - - - - - - - - - 18,980,492

-5-
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財務諸表に対する注記 
 
１．重要な会計方法 
 （１）固定資産の減価償却の方法 
    直接法による定額法で減価償却している。 
 （２）消費税等の会計処理 
    消費税込額で表示している。 
 
２．基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高 
   基本財産及び特定資産の明細、増減額及びその残高は、次のとおりである。 

    （単位：円） 

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産         

 定期預金 5,000,000 0 0 5,000,000 

小   計 5,000,000 0 0 5,000,000 

特定資産         

 周年行事引当資産 3,050,000 0 0 3,050,000 

 什器備品減価償却引当資産 207,056 8,671 0 215,727 

 公益法人活動引当資産 4,000,000 0 0 4,000,000 

小   計 7,257,056 8,671 0 7,265,727 

合   計 12,257,056 8,671 0 12,265,727 

 
３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 
   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 

    （単位：円） 

科   目 当期末残高 

（うち指定正

味財産からの

充当額） 

（うち一般正

味財産からの

充当額） 

（うち負債に

対応する額） 

基本財産         

 定期預金 5,000,000 ― (5,000,000) ― 

小   計 5,000,000 ― (5,000,000) ― 

特定資産        

 周年行事引当資産 3,050,000 ― (3,050,000) ― 

 什器備品減価償却引当資産 215,727 ― ( 215,727) ― 

 公益法人活動引当資産 4,000,000 ― (4,000,000) ― 

小   計 7,265,727 ― (7,265,727) ― 

合   計 12,265,727 ― (12,265,727) ― 
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４．引当金の明細 
   該当なし。 
 
５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 
  （直接法により減価償却を行っている場合） 
   固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 
   （単位：円） 

科   目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 

什器備品（パソコン） 157,500 157,499 1 

什器備品（空調機） 218,127 218,126 1 

合   計 375,627 375,625 2 

 
６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 
   補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 

      （単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上の

記載区分 

補助金             

 県連補助金 (一社)佐賀県法人会連合会  0 950,000 950,000 0 一般正味財産 

              

助成金             

 全法連助成金 (公財)全国法人会総連合 0 12,142,900 12,142,900 0 一般正味財産 

合      計 0 13,092,900 13,092,900 0   

 
７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳 
   指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。 
 （単位：円） 

内   容 金  額 

経常収益への振替額   

 事業費計上による振替額 11,494,900 

経常外収益への振替額   

 目的達成による指定解除額 0 

合   計 11,494,900 

 



（単位：円）

科　　　　　     　　目 金　　　　額 使用目的

資産の部

　１．流動資産

　　　　現　　　金　　手元有高 52,084 運転資金として

　　　　普通預金　　佐賀銀行鳥栖支店 6,684,235 　　〃

　　　　　　〃　　　　 福岡銀行鳥栖支店 　 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 西日本シティ銀行鳥栖支店 　 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 筑邦銀行鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀共栄銀行鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀信用金庫鳥栖支店 0 　　〃

　　　　　　〃　　　　 佐賀東信用組合鳥栖支店 0 　　〃

　　　 流動資産合計 6,736,319

　２．固定資産

　　（１）基本財産

　　　　定期預金　　佐賀銀行鳥栖支店 1,900,000

　　　　　　〃　　　　 福岡銀行鳥栖支店 　 700,000

　　　　　  〃　　　　 西日本シティ銀行鳥栖支店 900,000

　　　　　　〃　　　　 筑邦銀行鳥栖支店 400,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀共栄銀行鳥栖支店 500,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀信用金庫鳥栖支店 300,000

　　　　　　〃　　　　 佐賀東信用組合鳥栖支店 300,000

　　　 基本財産合計 5,000,000

　　（２）特定資産

　　　　定期預金　周年行事引当資産（佐賀銀行） 3,050,000

　　　　　　〃　　　 什器備品減価償却引当資産（　　〃　　） 215,727

　　　　　　〃　　　 公益活動引当資産（　　〃　　） 2,000,000

　　　　　　〃　　　 公益活動引当資産（　　〃　　） 2,000,000 公益目的保有財産であり運用益を公的目的事業の共有財源として使用している

　　　 特定資産合計 7,265,727

　　（３）その他固定資産

　　　　什器備品 2

　　　　電話加入権 83,590

　　　　預け金 9,510 公用車リサイクル料

　　　 その他固定資産合計 93,102

　　　 固定資産合計 12,358,829

　　　 資産合計 19,095,148

負債の部

　１．流動負債

　　　　預り金 114,656 源泉所得税、社会保険料、労働保険料

　　　 流動負債合計 114,656

　　　 負債合計 114,656

　　　 正味財産 18,980,492

　　　 負債及び正味財産合計 19,095,148

財　　産　　目　　録
令和３年３月３１日現在

公益目的保有財産であり運用益を公
的目的事業の共有財源として使用し
ている

公益目的保有財産であり、鳥栖法人
会の事務所において使用している

-8-
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監 査 報 告 書 
令和３年４月２０日 

 
公益社団法人 鳥栖法人会 

   会 長  橋 本 健 男 様 
 

 
 

公益社団法人鳥栖法人会 
監 事   原   佳 彰   印                 

 
公益社団法人鳥栖法人会 
監 事   大 竹 義 治   印              

 
 
 

 私ども監事は、令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの事業年度の理事の職務の執行、計

算書類及び事業報告並びにこれらの附属明細書を監査し、一般社団法人及び一般財団法人に関する法

律第９９条及び同法第１２４条に基づき、その方法および結果について、下記のとおり報告します。 
 
１．監査の方法およびその内容 
  私ども監事は、理事会並びに各理事及び事務局と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び事務局職員からその職務の執

行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産

の状況を調査いたしました。 
  以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告の内容について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿及びこれに関する資料の調査並びに現金、預金通帳等の実地調査を行い、当該

事業年度に係る計算書類について、その適正性について検討いたしました。 
 
２．監査意見 
 （１）事業報告等の監査結果 

ア．事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 
イ．理事の職務の執行状況に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は

認められません。 
 （２）計算書類等の監査結果 
     計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産および損益の状況をすべての

重要な点において適正に示しているものと認めます。 



第２号議案　任期満了に伴う役員改選案承認の件

（支部別五十音順、敬称略）

氏　　　名 会　　社　　名 支部等 備　　考

1 江上 和正 株式会社 ニシキ 鳥栖 新任

2 大島 弘三 株式会社 大島組 鳥栖 　　重任

3 大坪 寛 株式会社 大同工務店 鳥栖 　　重任

4 片山 明至 株式会社 中央軒 鳥栖 　　重任

5 鐘ヶ江 伸哉 西日本リビング 有限会社 鳥栖 　　重任

6 古賀 久登 鳥栖商工会議所 鳥栖 　　重任

7 齊藤 恭宏 株式会社 鳥栖構内タクシー 鳥栖 　　重任

8 田代 勝久 久光製薬 株式会社 鳥栖 　　重任

9 藤田 昌大 株式会社 ふじた 鳥栖 　　重任

10 橋本 健男 株式会社 ハシモト保険センター 鳥栖 　　重任

11 松尾 政博 株式会社 マツコー 鳥栖 　　重任

12 山下 幹夫 鳥栖倉庫 株式会社 鳥栖 新任

13 山津 浩善 株式会社 鳥栖セントラルゴルフ練習場 鳥栖 　　重任

14 横尾 和浩 株式会社 ヨコオ 鳥栖 　　重任

15 大石 忠徳 サンポ―食品 株式会社 基山 　　重任

16 田口 英信 田口電機工業 株式会社 基山 　　重任

17 鳥飼 善治 鳥飼建設 株式会社 基山 　　重任

18 中村 忠昭 株式会社 昭和電設工業 中原 　　重任

19 牟田 彰三 有限会社 フジクラ 中原 　　重任

20 藤永 正広 有限会社 フジショウ 北茂安 　　重任

21 江頭 孝之 株式会社 ダイニチ 三根 新任

22 野田 初憲 有限会社 割烹松屋 三根 　　重任

23 空閑 彰彦 有限会社 三田川ダイハツ 上峰 　　重任

24 山口 裕久 山口産業 株式会社 上峰 　　重任

25 伊東 和孝 株式会社 トーワインダストリー 吉野ケ里 　　重任

26 福山 和彦 株式会社 アイテク 吉野ケ里 　　重任

27 宮原 章彦 株式会社 ミヤハラ物流 吉野ケ里 　　重任

28 牟田 正明 牟田建設 株式会社 吉野ケ里 　　重任

29 井上 義博 有限会社 井上製麺 神埼 　　重任

30 岡村 良浩 株式会社 岡村建設 神埼 　　重任

31 古賀 義治 有限会社 古賀製麺 神埼 　　重任

32 弟子丸 靖宏 株式会社 弟子丸建設 神埼 　　重任

33 永沼　功 有限会社 ルーキー 神埼 　　重任

34 永原 則昭 有限会社 魚喜 神埼 　　重任

35 吉原 俊樹 有限会社 大阪屋 神埼 　　重任

36 藤永 美喜子 有限会社 フジショウ 女性部会 　　重任

37 陣ノ内 和見 株式会社 陣内工務店 青年部会 　　重任

38 鳥飼 秀巳 九州北部税理士会 鳥栖支部 税理士会 新任

39 小田 伸司 公益社団法人 鳥栖法人会 法人会 　　重任

監事 野中 良司 株式会社 大石膏盛堂 鳥栖 新任

監事 浦　勉 九州北部税理士会 鳥栖支部 税理士会 新任

理事及び監事候補者（案）

-10-
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報告事項（理事会承認事項）（１）令和２年度事業報告について 

令和２年度(2020 年度) 事業報告 

 

Ⅰ．概 要 
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大が事業運営や活動に大きな影響

を与えました。参加者の安全を優先し、予定していた会議や事業・懇親会の中止や

延期、開催規模の縮小など、さまざまな対応を余儀なくされました。  
このような状況のなか、公益目的事業では、税務研修会、公開講演会、タックス

フェアーなどは会員の皆様のご協力により、様々な感染対策を行い、税務当局との

連携・協調によって、実施することができました。一方、毎年参加しておりました

支部のお祭り等が一部の支部を除き中止となり、水切りネット配布等による環境保

全、社会貢献活動は十分に実施できませんでした。  
共益事業では、会員親睦ゴルフ大会を開催して、会員間の交流を図りました。各

事業の活性化と、財政基盤安定のための会員増強への取組については、役員の皆さ

まのご尽力により３４社（法人３３、個人１）の新規入会を得ることができ、前年

に対し２社の増加となりました。  
実施した主な事業内容は以下の通りです。  

  

Ⅱ．主な事業内容 

［公益目的事業］ 
 

１．税制・税務に関する調査研究並びに提言活動 
   令和３年度税制改正に関する提言を行うため、税制委員はじめ会員へのアン

ケート調査（回答：２１社／３０社）を行い、その回答を基に当会の要望事項

を取りまとめ、佐賀県連を通して全法連に要望。全法連では、全国４４０法人

会の要望を踏まえ「令和３年度税制改正に関する提言」を作成し、国税庁はじ

め関係省庁に提言を実施。当会でも鳥栖市長・神埼市長及び両市議会議長に提

言を行いました。  
 
２．税知識の普及を目的とする事業 
   税に関する知識を深め、適正な申告納税制度の確立を図り、税務行政の円滑

な執行に寄与するため、次の事業に取り組みました。  
   税の啓発冊子「タックスフントとけんたくん」の配布は、例年参加の地域開

催イベントが新型コロナ禍で中止となりましたが、一部地域で１ ,０００部を配

布し税の啓発を行いました。また、毎年、租税教室開催の小学校６年生へも配

布していましたが、租税教室も中止となったため、管内の小学６年生児童全員

を対象に各教育委員会を通じて１ ,９７９部配布し、税の学習に役立てていただ

きました。  
全国的に実施されている「税を考える週間」事業として、タックス・フェアー

（税金展）を鳥栖市内のショッピングセンターで開催。税の役割、税の現状など   
のパネル展示、税金クイズ、税金相談等を行いました。税金クイズには３１２名

が回答。税金相談には８名の方より所得税等の相談がありました。  
小学生の税に対する理解を深めることを目的とした「税に関する絵はがきコン
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クール」では、管内の小学校３校から２５１点の応募があり、鳥栖法人会会長を

委員長に、審査要領に従い慎重に審査した結果、会長賞１名、税務署長賞２名、

部会長賞６名、入賞２０名を表彰しました。この他中学生の「税の作文コンクー

ル」では、会長賞を３名に贈呈しました。  
 

３．納税意識の高揚を目的とする事業 
   決算・申告を迎える企業を対象に、税制の改正点や決算・申告上の留意点、ｅ

‐Ｔａｘ等について、全法連制作の「わかりやすい会社の決算・申告の実務」を

テキストとして鳥栖税務署担当官が講師となり決算事務説明会を開催。今年度は

新型コロナ禍により２回のみの開催となり、１３社（１６名）が受講しました。 
   税務署長研修会は林清貴鳥栖税務署長より「税務大学校の取組と税務行政の将

来像」と題して講演いただき、４９名の会員・地域企業が受講しました。  
    決算事務説明会や支部研修会、各委員会等で「自主点検チェックシート」のチ

ラシによる案内や配布を行い、税務のコンプライアンス向上を図りました。  
この他、広報誌「ほうじん鳥栖」は２回発行（各１０００部）、全法連「ほう

じん」は年４回会員事業所に配布し、納税意識の高揚に努めました。  
 

４．地域企業の健全な発展に寄与する事業 
   個々の企業では取り組みにくい、実務研修会「スタートアップ教育研修会」（４

９名受講）、経営等公開講演会（７３名参加）は開催することができましたが、

総会時公開講演会、新春経済講演会は中止となりました。また、無料でいつで

も・どこでも・何回でも受講できるインターネットセミナーをホームページ上

に開設、年間で８ ,１８５回のアクセス、９８２回のログインがあり、会員はじ

め地域企業の研修などに利用されました。  
 
５．地域社会への貢献を目的とした事業 
  各支部のお祭り等に参加して、各家庭の台所でも簡単に使える「水切りネット」

を配布し、ゴミの減量化と生活排水の浄化を図る環境保全活動を毎年実施して

いましたが、コロナ禍によりお祭り等が中止になり、神埼支部を除き実施がで

きませんでした。神埼支部では２カ所に分かれ、役員・支部役員等２２名で参

加し「水切りネット」１ ,０００個を配布しました。また、タックスフェアー開

催時に６００個を配布しました。  
 
 
 

［共 益 事 業］ 
 

１．会員の交流に資する事業 
 （１）会員交流・親睦事業 
   多岐にわたる異業種の会員の情報交換と親睦交流、会員の一体感を図るため

の交流会開催については、コロナ禍による多人数での飲食等自粛要請もあり、

以下の親睦交流会となりました。  
会員ゴルフ大会（７９名参加）、税務署長との交流会（３０名参加）、支部会

員交流会を神埼支部（１５名参加）、基山支部（９名参加）、女性部会（７名参

加）、青年部会（５名参加）。  
 

 （２）会員増強事業 
   組織の強化と運営基盤の安定化を図るため、１０月から１２月の３ケ月間を

会員増強運動強調月間として、役員並びに共益委員会・支部が連携し会員拡大
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に努めました。期間中は２４社の加入、年間では新規３４社の加入となりまし

た。諸般の事情による退会が３２社あり、年度末会員数は２社増加し７８５社

（正会員７４１社、法人賛助会員１９社、個人賛助会員２５者）、加入率３５ .
０％（個人賛助会員を除く）となりました。  

   

２．会員のための福利厚生事業 
   会員企業の福利厚生制度を支援するため各種の保険事業や企業保全、医療保険等の推進に、受

託保険会社３社（大同生命保険㈱、ＡＩＧ損害保険㈱、アフラック）等と連携し取り組みました。 
年間を通してのコロナ禍により受託３社も在宅勤務や自宅待機など通常の営業ができなかっ

たこともあり、経営者大型総合保障制度は３月末の加入社数３００社となり、前年度末より１３

社の減少、加入率３９.１％となりました。 
また、ビジネスガードは２３７社、がん保険１０４社、医療保険４１社、自動車共済制度は 
１１社の加入社数となりました。 

 
 

［その他の事業］ 
 

１．大会・会議等への参加 
   第３７回全法連全国大会岩手大会は令和３年に延期、第１５回法人会全国女性フォーラム愛媛

大会、第３４回全国青年の集い島根大会は中止となりました。第８回九州北部法人会連合会総会

（２名参加）、第７回佐賀県法人会連合会総会（４名参加）、佐賀県連役員会（２回）、同佐賀県

連各委員会（６委員会）に出席するとともに佐賀県内５法人会事務局会議（２回）にも出席し、

当会の事業・運営に関わる情報の収集に努めました。 
 

２．会務運営の管理及び効率化   
   事業進捗状況について、業務執行理事の常任理事より理事会に報告し、会務

の適法かつ円滑な運営に努めました。  
   また、総会及び理事会は定款の定めに従い、各委員会・各部会・支部会等は

委員会運営規程及び部会運営規程に従い開催し、円滑な事業の推進と適法な運

営に努めました。  
   事務局の運営については、県内事務局会議等に出席し情報収集に努めるとと

もに理事会に諮って就業規則などの規程の改定を行いました。さらに会計処理

規程等に従い合理的かつ効率的な運営と内部統制に努めました。  
     
 
 

 事業の細目については、次ページ以降に掲載しています。 
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事 業 細 目 

【公益目的事業】 
１．税制・税務に関する調査研究並びに提言活動 
 （１）アンケート調査  税制委員及び役員、会員３０名を対象に実施。２１名が回答。 
 （２）税制改正提言活動（令和３年度税制改正に関する提言） 
    主な提言内容：「税・財政改革のあり方」「経済活性化と中小企業対策」「地方のあり方」 

    １１月１７日 松本茂幸神埼市長、中野均神埼市議会議長へ古賀義治副会長、永原税制

委員長、𠮷原神埼支部長、小田専務理事で提言 
    １１月１７日 橋本康志鳥栖市長、森山林鳥栖市議会議長へ橋本健男会長、大島鳥栖支

部長、浦税制副委員長、小田専務理事で提言 
２．税知識の普及を目的とする事業 
 （１）税の啓発活動  納税啓発冊子の配布（３,５７９部 参加役職員等延べ７１名） 

神埼支部   ９月 ５日 櫛田の市             ６００部   同 １３名 
神埼支部   ９月 ５日 ショッピングセンターアニー    ４００部   同  ９名 
法人会   １１月１４日 第１３回タックス・フェアー    ６００部   同 ３６名 
法人会   １０月２０日～１１月２日 管内小学校      １,９７９部    同  １３名 
 合 計                          ３,５７９部     ７１名 

（２）第１３回タックス・フェアー（税金展）の開催 
    目 的   国税庁が定める「税を考える週間」事業の一環として、一般市民が税についての知

識や役割を正しく理解し、正しい納税意識の高揚を図り、併せて税の使い道につい

ても関心を持ち、納税者として社会や国のあり方を主体的に考えることを目的とし

て実施。 
    日 時   令和２年１１月１４日（土）１３：３０～１６：３０ 
    会 場   鳥栖市「フレスポ鳥栖１階ウエルカムーコート」 
    内 容   ①税金に関するパネル展示 ②税金クイズ（大人用８問 回答者２２７名）、（子供

用５問 回答者８５名）（合計３１２名） ③税金相談（相談者８名） 
          ④小学生の税の絵はがき作品展示（２２５点） ⑤中学生の税に関する優秀作文展

示（計１１名 うち３名会長賞） ⑥１億円サンプル展示とクイズ 
 （３）小学生高学年（６年生）を対象とした「租税教室」 
    新型コロナ感染拡大防止のため管内小学校での「租税教室」は中止となったことから、小学校 

６年生全員に「納税啓発冊子」「世界の消費税ｸﾘｱﾌｧｲﾙ」を配布し授業で活用いただいた。 
   （４）小学生高学年（６年生）を対象とした「絵はがきコンクール」の実施 
      目 的  将来を担う児童生徒に正しい税の知識と納税意識、税金の使われ方等の理解を深める

ことを目的に開催。 
      実施校と応募者 神埼市立神埼小（１１１名）、基山町立基山小（９１名）、 

基山町立若基小（４９名）     合計２５１名 
    審 査  ３校からの２５１点を学校名と個人名を伏せて、税の理解力、描画力等を審査基準と

して審査員による投票（一人５票の投票権）によって審査。 
      審査員  基山町教育長 神埼市学校教育課長 鳥栖美術協会副会長 鳥栖税務署長 鳥栖税務

署法人統括官 神埼小校長 基山小校長 若基小校長 鳥栖法人会会長 鳥栖法人会

副会長（１名） 鳥栖法人会理事（３名） 女性部会部会長 女性部会副部会長（１

名） 女性部会理事（３名） 青年部会部会長 青年部会副部会長（１名） 
           計２０名 
      入 賞  会長賞 １名 基山小 鳥飼日菜乃（とりかい ひなの）さん 税務署長賞：２名  

女性部会長賞：３名 青年部会長賞：３名 入 賞：２０名  合計２９名 
    参加賞  蛍光ペン   副賞 ケンタ図書カード 
    表 彰  ２月８日基山小に橋本会長が赴き賞状、副賞を授与。 

   （５）中学生の税の作文優秀者への会長賞授与 
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           鳥栖税務署管内納税貯蓄組合連合会が主催する「中学生の税の作文コンクール」で、

法人会会長賞を３名に授与。 
   （６）ホームページを活用した税知識の普及活動 
           上記、各事業ごとにホームページに掲載した。 
    ＊「とす弥生まつり」が新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となりましたので、税金クイズ 

と税の啓発冊子配布も中止となりました。 
  ３．納税意識の高揚を目的とする事業 

          目 的 税務コンプライアンスの向上を図るとともに実務面から税知識を深め、適正・公平な申

告納税意識の向上を図ることを目的に開催。 
   （１）決算事務説明会  
      開催日と受講企業数 ９月 ３日（５社、６名） ２月１７日（８社、１０名） 
                         受講企業合計１３社（受講者数１６名） 
      講 師  鳥栖税務署法人課税部門 永松秀章統括官 同山田昌子上席調査官他 
      使用テキスト 全法連制作の「わかりやすい会社の決算・申告」他 
      講義内容  改正法人税 決算・申告の留意点 源泉徴収事務の留意点 交際費の留意点  

消費税・印紙税の留意点 消費税軽減税率制度について等 
       （２）新設法人説明会 
                   新型コロナ感染拡大防止のため中止 

（３）署長税務研修会  
    開催日  令和２年１２月３日（火） １６：００～１７：００ 
    会 場  ホテルビアントス 

受講者数 ４９名 
    共 催  鳥栖間税会と共催 

         テーマ  「税務大学校の取組と税務行政の将来像」 
講 師  鳥栖税務署長 林 清貴氏  

         その他  講義終了後、交流懇親会を開催（３０名参加） 
     （４）部会・支部研修会 
        ・鳥栖支部税務研修会 
          開催日 令和２年１０月１３日（火） １０：３５～１１：０５ 
          会 場 鳥栖商工会館３Ｆ大ホール 
          テーマ 「適格請求書等保存方式（インボイス制度）について」 
          講 師 鳥栖税務署法人課税部門 永松秀章統括官 
          受講者 ２０名 
          その他 支部役員会を開催 
        ・基山支部税務研修会 
          開催日 令和２年１０月２３日（金） １８：０５～１８：３５ 
          会 場 一福 
          テーマ 「適格請求書等保存方式（インボイス制度）について」 
          講 師 鳥栖税務署法人課税部門 永松秀章統括官 
          受講者 １１名 
          その他 支部会及び交流懇親会を開催 

・神埼支部税務研修会 
          開催日 令和２年１１月１２日（木）１８：０５～１８：３５ 
          会 場 割烹竹下こころ 
          テーマ 「適格請求書等保存方式（インボイス制度）について」 
          講 師 鳥栖税務署法人課税部門 永松秀章統括官 
          受講者 １６名 
          その他 支部役員会及び交流懇親会を開催 
      （５）自主点検チェックシートの配布 
         全法連制作の「自主点検ガイドブック」と「自主点検チェックシート」、チラシを決算事務 
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説明会等で配布。また、ホームページからダウンロードできる旨告知を行った。 
（６）広報誌「ほうじん鳥栖」の発行及び配布 
   会員及び税務署関係、全法連関係に配布 

     発行日 第９５号：９月１５日（１０００部）  第９６号：３月１５日（１０００部） 
     全法連「ほうじん」の会員への配布  

春号（№７０８号） 夏号（№７０９号） 秋号（№７１０号） 新年号（№７１１号） 
（７）ｅ－Ｔａｘ（電子申告）の普及推進 

     広報誌９月号に「ｅ－Ｔａｘ」の広告記事掲載。また理事会、各委員会、決算事務説明会等で

署長及び法人統括官が出席してｅ－Ｔａｘの利用を説明した。 
４．地域企業の健全な発展に寄与する事業 
  （１）企業経営に必要な実務研修会の開催 
    スタートアップ教育研修会（鳥栖商工会議所等と共催） 
     開催日 ７月２１日（火）  

午前の部９：３０～１２：００  午後の部１３：３０～１６：００ 
     会 場 （協）鳥栖商工センター２階研修室 
     内 容 ①ビジネスマナー   ②電話対応・コミュニケーションマナー  

③仕事に差がつく整理術 
     講師陣 office color 黒田 彩氏      整理収納アドバイザー 舟木 澄江氏 
     受講者 ４９名（うち非会員３１名） 
     当会負担金 １０，０００円 
     案内告知 チラシの郵送及びＦＡＸ、ホームページ 
     ＊当初４月７日開催にて案内を行ったが、コロナ禍により延期後上記の開催となった。 
  （２）経営等に関する講演会の開催 
     ①新春経済講演会の開催・・・コロナ禍により中止 
     ②公開講演会 
     ・定時総会記念公開講演会・・・コロナ禍により中止 
     ・経営等公開講演会 
       開催日 令和３年３月１１日（木）１４：００～１５：５０ 
       会 場 ホテルビアントス 
       演 題 コロナ後の日本経済           
       講 師 須田慎一郎氏 経済ジャーナリスト 
       受講者 ７３名（うち一般１６名） 
       謝金等 講師料３９６,０００円（消費税込み）   旅費１２４,４９０円 
       共 催 （公社）鳥栖法人会 鳥栖間税会 
       案 内 往復はがき ホームページ タウン誌広告 
     ＊当初１月２６日開催にて案内を行ったが、緊急事態宣言の発出もあり延期し上記の開催 

となった。 
  （３）インターネットセミナー（セミナーオンデマンド活用） 
       企業の研修会や自己研鑽等に活用できるインターネットセミナーをホームページ上で開設

し、次のとおりアクセス等がありました。≪アクセス数・（ ）内はログイン数≫ 
４月 ８２３（１１１） ５月 ８６９（７５） ６月 ６１６（６０） 
７月 ７００（１００） ８月 ７６０（８８） ９月 ８８３（８０） 

１０月 ６００（ ７６） １１月 ５９１（８５） １２月 ７３２（７０） 
１月 ５９５（ ７３） ２月 ４５５（７５） ３月 ５６１（８９） 

          合計 ８,１８５（ ９８２ ）    参考：令和元年度 ９,７７６（１,２１１） 
 
 
５．地域社会への貢献を目的とする事業 
    目 的 地域社会の活性化と環境保全活動等に寄与することを目的に管内各地域のイベントへ 
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参加し併せて環境保全活動を実施 
    内 容 身近にできる環境保全活動として、家庭でも簡単に使える「水切りネット（ポリ袋）」 

制作し、次のとおり配布した。 

地域・支部名 イベント名・実施時期 実行委員 
（名） 

環境保全活動 
(水切りネット配布) 

神埼支部 
（神埼地区） 

櫛田の市 
９／５（土） １３ ６００個 

神埼支部 
（千代田地区） 

ショッピングセンターアニー 
９／５（土） ９ ４００個 

鳥栖法人会 第１３回タックスフェアー（税金展） 
１１／１４（土） ３６ ６００個 

計  ５８名 １,６００個 
＊毎年参加している、きのくに祭り、かんざき宿場まつり、まつり鳥栖、中原校区風まつり、城川原ハン

ギー祭り、脊振町わんぱく祭り、江見沖神事ふれあい祭り、茂安公時代まつり、吉野ヶ里町民体育大会、

かみちゃりグランプリ、とす弥生まつりは新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった。 
水切りネット年度末残 8,800個 

 

【共益事業】 
 １．会員の交流に資する事業 
  （１）会員交流・親睦事業 
   会員交流懇親会の開催 
   ○定時総会後の会員交流懇親会・・・中止 

○県連青年部会ゴルフ大会 
      日  時  ９月１２日（土） １０：３４スタート 
      会  場  ブリヂストンカンツリー俱楽部 
      参 加 者  ２名（県連 計２３名） 
      幹  事  伊万里有田法人会青年部会 
   ○第２２回会員親睦ゴルフ大会 
      日  時  １０月２７日（火）９：００スタート 
      会  場  佐賀カントリー倶楽部 
      参 加 者  ７９名 

 ○税務署長税務研修交流懇親会 
      日  時  １１月２６日（木）１７：００～１８：３０ 
      会  場  ホテルビアントス    参加者 ３０名（会員、間税会会員、来賓） 

○部会、支部研修交流懇親会 
    ・青年部会、女性部会合同懇親会・・・中止 

・基山支部交流懇親会（税務研修会、支部会後に開催） 
      日  時  令和２年１０月２３日（金） １９：１０～２０：４０ 

会  場  一福（基山町宮浦） 参加者 ９名（支部役員、来賓、事務局） 
    ・神埼支部交流懇親会（税務研修会、支部役員会後に開催） 
      日  時  令和２年１１月１２日（木） １９：００～２０：３０ 
      会  場  割烹竹下こころ（神埼市神埼町） 参加者 １５名（支部役員、来賓、事務局） 
    ・女性部会交流懇親会（部会員全体会議後に開催） 
      日  時 令和２年７月９日（木） １７：３０～１９：００ 
      会  場 花やしき（鳥栖市柚比町）  参加者７名 
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・青年部会交流懇親会（部会員全体会議後に開催） 
      日  時 令和２年１２月１６日（水） １８：００～１９：３０ 
      会  場 LION CURRY（鳥栖市真木町）  参加者５名 
  
  （２）会員増強事業 
      目  標 ８００会員 
      運  動 １０月～１２月の３ケ月を会員増強運動月間として、役員、部会・支部、受託保

険会社が一体となって実施。 
      手  法 共益委員会を開催し、会員増強運動の実施要領を協議、役員等の勧奨・紹介等で

実施。 
      成  果 増強月間中２４社加入 退会２社  

年間を通して３４社が加入し、３２社が退会。年度末会員は７８５社 
      目標達成支部  鳥栖支部 
      令和３年３月３１日現在の会員内訳 
        総会員数 ７８５社 正会員：７４１社 賛助会員４４社（法人：１９社 個人２５者） 
 
２．会員のための福利厚生事業 

制 度 名 制 度 の 内 容 加入社 加入率 受 託 会 社 
経営者大型総合

保障制度 
生命保険と傷害保険をセットした

保険 
３００   

社 
39.1% 大同生命保険 

ＡＩＧ損害保険 
ビジネスガード 経営を取り巻くリスクから守る 

保険 
２３７

社 
31.9% ＡＩＧ損害保険 

がん保険 がん保険 １０４ 
社 

14.0％ アフラック生命保険 

医療保険 医療保険 ４１社 5.5％ アフラック生命保険 
自動車共済制度 会員企業用の自動車保険（２１台） １１社 1.4％ 西日本自動車（協） 

                                  令和３年３月末現在で算出 
 

【その他の事業】 
   １．大会・会議等への参加 
     ○第１５回法人会全国女性フォーラム「愛媛大会」 ・・・ 中止 
     ○第３７回法人会全国大会「岩手大会」 ・・・ 令和３年に延期 
     ○第３４回法人会全国青年の集い「島根大会」   ・・・ 中止 
    ○第７回九州北部法人会連合会定時総会（佐賀・福岡・長崎の３１法人会で構成） 

       日 時 令和２年８月２８日（金） １４：００～１５：００ 
       会 場 西鉄グランドホテル（福岡市） 
       議 題 第１号議案 令和元年度事業報告及び収支決算報告について 
           第２号議案 令和２年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 
           第３号議案 役員の選任の承認について 
       出席者 橋本健男会長 小田専務理事 
     ○九州北部法人会連合会女性部会定時連絡協議会 ・・・ 中止 
     ○九州北部法人会連合会青年部会定時連絡協議会 ・・・ 中止 
     ○第８回一般社団法人佐賀県法人会連合会定時総会 
       日 時 令和２年６月２２日（月） １５：００～  
       会 場 ホテルニューオータニ佐賀 
       議 題 報告事項（理事会承認事項） 
            １ 令和元年度事業報告の件 
            ２ 公益目的支出計画実施報告の件  



- 19 - 

            ３ 令和２年度事業計画書及び収支予算報告の件 
           議案審議 
            第１号議案 令和元年度決算承認の件 
            第２号議案 一部役員変更の件 
        表 彰（関係分） 全法連表彰：伊東和孝、𠮷原俊樹  

功労者表彰：原佳彰、中村忠昭、牟田彰三 
組織部門 ：鳥栖法人会 

                 福利厚生制度部門表彰：鳥栖法人会 
        出席者 橋本会長 古賀副会長 牟田副会長 小田専務理事  

○第２２回佐賀県法人会連合会女性部会連絡協議会定時大会 ・・・ 中止 
     ○第３２回佐賀県法人会連合会青年部会連絡協議会定時大会 
        日 時 令和２年７月１０日（金）１８：００～ 
        会 場 ガーデンテラス佐賀ホテル＆マリトピア（佐賀市新栄東３丁目７－８）         

議 題 第１号議案 令和元年度事業報告承認の件 
            第２号議案 令和２年度事業計画（案）承認の件 
            報告事項  全国青年の集い佐賀大会について 
        出席者 陣ノ内部会長 宮原副部会長 小田専務理事 
   
 
 

○鳥栖法人会 各種会議開催状況 
会議名 開催日 議 題 等 出席者 

正副会長・ 
総務委員会合同会議 

令和 
２.０４.１７ 

【協議事項】 
１．第８回定時総会について 
２．総会提出議案について 
（１）令和元年度決算承認の件 
（２）現行定款変更承認の件 
（３）常勤役員に対する報酬額承認の件 
【報告事項】 
 令和元年度事業報告、令和２年度事業計画及び収支予算 

会長、副会長 
専務理事６名 
総務委員６名 

監査 ２.０４.２０ 令和元年度会計監査 監査 ２名 

理事会 ２.０４.２７ 

【決議事項】 
第８回定時総会提出議案について 
第１号議案 令和元年度事業報告及び収支決算の件 
第２号議案 令和２年度事業計画及び収支予算の件 
第３号議案 現行定款変更の件 
第４号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
第５号議案 第８回定時総会の件 
第６号議案 中原支部支部長交代の件 
【その他】 
１．定時総会の定足数について 
２．全国青年の集い佐賀大会の開催について 

理事 ２３名 
監事  １名 
 

青年部会・女性部会 
定時報告会 
（書面決議） 

 
２.０５.２０ 

女性部会第２２回  青年部会第３６回 
【議事】 
１．令和元年度事業報告及び収支決算承認の件 
２．令和２年度事業計画(案)及び収支予算(案)承認の件 
 

― 
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第８回 定時総会 ２.０５.２１ 

【決議事項】 
第１号議案 令和元年度決算承認の件 
第２号議案 現行定款の変更承認の件 
第３号議案 常勤役員に対する報酬額承認の件 
【報告事項】 
１．令和元年度事業報告について 
２．令和２年度事業計画及び収支予算について 

正会員数 
７４４名 

出席正会員数 
５４１名 

（委任状出席 
５０３名含む） 

青年部会全体会議 ２.０７.０２ 

【協議事項】 
１．法人会全国青年の集い佐賀大会の開催について 
２．青年部会員増強について 
３．「Ｊタイプ」の推進について 
４．「財政健全化のための健康経営プロジェクト」について 
５．租税教室について 

会員 １１名 

女性部会全体会議 ２.０７.０９ 

【協議事項】 
１．一部役員変更の件 
２．女性部会員増強について 
３．絵はがきコンクールについて 
（会議終了後、交流懇親会開催） 

会員  ７名 

公益委員会・ 
共益委員会・ 
支部長合同会議 

２.０７.２７ 

【協議事項】 
１．研修会及び講演会の開催について 
２．第１３回タックスフェアーの開催について 
３．社会貢献活動について 
４．会員増強計画について 
５．第２２回会員ゴルフ大会について 
６．その他  福利厚生制度の推進について他 

会長 
公益委員 ６名 
共益委員 ５名 
支部長  ５名 
（委員兼務含む） 
来賓   ２名 

広報委員会 ２.０８.０４ 

【協議、報告事項】 
１．委員の選任について 
２．広報誌「ほうじん鳥栖９５号」の発行について 
３．全法連広報委員会報告、鳥栖法人会広報委員会活動報告 

会長 
委員  ７名 
来賓  ２名 

公益委員会 ２.０９.１７ 
【協議事項】 
１．令和２年度公益目的事業実施について 
２．その他 

会長 
委員 ７名 
来賓 １名 

総務委員会 ２.０９.２５ 

【協議事項】 
１．就業規則の改定について 
２．給与規程の改定について 
３．職員嘱託規程の制定について 
４．賞与規程の制定について 
５．第２回理事会議題について 

会長 
委員 ４名 

理事会 ２.０９.２８ 

【報告事項】 
１．令和２年度上期事業推進状況について 

（会長、常任理事からの報告） 
２．今後の主な事業計画について 
３．その他 

理事 ２４名 
監事  １名 
来賓  ４名 

鳥栖支部役員会 ２.１０.１３ 

【協議事項】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 
３．令和２年度下期法人会の事業活動について 

支部役員１４名 
受託会社 ４名 

女性部会全体会議 ２.１０.１４ 
【協議事項】 
１．女性部会員の増強について 

部会員 ５名 
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２．絵はがきコンクールの実施について 
３．その他 
【租税教育活動、社会貢献活動準備】 
・管内小学校６年生に配布する「税の啓発冊子等」配布準備 

基山支部会 ２.１０.２３ 

【協議事項】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 
３．令和２年度法人会事業活動について 
（会議終了後、交流懇親会開催）  

会員  ８名 
来賓  １名 
受託会社２名 

公益委員会 
≪共催団体合同≫ 

２.１１.０５ 

【協議、報告事項】 
１．第１３回タックスフェアー(税金展)の開催について 
  ・当日スケジュール、役割分担等詳細協議 
２．令和２年度下期公益事業について 
３．その他 

会長 
委員  ６名 
税務署 ４名 
税理士会１名 
間税会 １名 
受託会社１名 

神埼支部役員会 ２.１１.１２ 

【協議、報告事項】 
１．会員増強活動について 
２．福利厚生制度の推進について 
３．令和２年度法人会事業活動について 
４．その他 
（会議終了後、交流懇親会開催）  

会員 １３名 
来賓  １名 
受託会社２名 

厚生委員会 ２.１１.１２ 

【協議、報告事項】 
１．令和２年度福利厚生制度の進捗状況について 
２．令和２年度下期福利厚生制度の推進について 
３．「全国青年の集い佐賀大会」に向けた協力について 
４．その他 

会長 
委員  ５名 
受託会社４名 

青年部会全体会議 ２.１２.１６ 

【協議、報告事項】 
１．法人会全国青年の集い(佐賀大会)の開催について 
２．青年部会会員増強について 
３．財政健全化のための健康経営プロジェクトについて 
（会議終了後、交流懇親会開催） 

部会員 １２名 
来賓   １名 

公益委員会 ３.０１.２０ 
【協議事項】 
１．社会貢献活動時に着用するポロシャツの作製について 

委員 ９名 
（書面決議） 

広報委員会 ３.０１.２１ 
【協議事項】 
１．広報紙３月号（９６号）の発行について 

委員 ６名 
来賓 １名 

女性部会役員会 ３.０１.２８ 

【協議事項】 
１．女性部会会員増強について 
２．次期役員改選について 
３．「税の絵はがきコンクール」表彰式について 
４．その他 
【オンラインセミナー】「食品ロス問題を考える」  

部会員 ６名 

公益委員会 ３.０２.１５ 

【協議事項】 
１．公益事業の追加について 
２．第９回定時総会記念講演会講師候補選定について 
３．その他 
 ・鳥栖法人会オリジナルポロシャツ、帽子の作製について 

会長 
委員  ６名 
来賓  １名 



- 22 - 

青年部会全体会議 ３.０２.２４ 

【協議事項】 
１．法人会全国青年の集い佐賀大会の開催について 
２．青年部会会員増強について 
３．財政健全化のための健康経営プロジェクトについて 
４．法人会「経営者大型総合保障制度Ｊタイプ」推進 

部会員１４名 
来賓  ２名 
県連  ２名 
事務局 ２名 

正副会長・支部長 
・部会長合同会議 

３.０３.０３ 
【報告、協議事項】 
１．会員拡大キャンペーンの結果について 
２．青年部会、女性部会会員拡大について 

会長 
副会長 ５名 
支部長 ５名 
部会長 ２名 

正副会長会議 ３.０３.０３ 

【協議事項】 
１．令和３年度事業計画について 
２．第９回定時総会の開催について 
３．役員改選について 
４．その他 

会長 
副会長 ５名 
専務理事 

総務委員会 ３.０３.１７ 

【協議、報告事項】 
１．公益事業「公共機関や学校、団体等への寄附または寄贈

の実施」事業の追加について 
２．令和３年度事業計画(案)および収支予算(案)について 
３．各種社内規定の改定、制定について 
４．その他 
  ・第９回定時総会の開催について 
  ・役員改選について 

会長 
委員 ６名 

理事会 ３.０３.２２ 

【報告事項】 
１．令和２年度事業活動報告について（会長、常任理事報告） 
【決議事項】 
第１号議案 公益事業「公共機関や学校、団体等への寄附ま

たは寄贈の実施」事業の追加の件 
第２号議案 令和３年度事業計画(案)および収支予算(案)の

件 
第３号議案 各種社内規定の改定、制定の件 
第４号議案 第９回定時総会の開催の件 
 

理事 ２６名 
監事  ２名 
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参  考 
（税に関する絵はがきコンクール） 

絵はがきコン

クール審査会 
令和３年 １.２５ 

応募総数 ２５１点 
（神埼小１１１点 基山小９１点 若基小４９点） 

審査員 ２０名 
 基山町教育長 神埼市学校教育課長 鳥栖美術協会副会長 

鳥栖税務署長 鳥栖税務署法人統括官、上席調査官  
神埼小校長 基山小校長 若基小校長  
鳥栖法人会会長 副会長 常任理事 女性部会役員  
青年部会役員等 

審査要領 
 作品は、校名と氏名を伏せて、審査員一人が５票の投票権を

持ち、投票。投票数の多い順から会長賞等を決定した 
 会長賞      基山小  鳥飼 日菜乃さん 
 税務署長賞    基山小  壱崎 伶奈さん  
          基山小  平山 結愛さん 
 女性部会長賞   基山小  伊東 蘭佳さん 
          基山小  春口 愛良さん 
          若基小  窪田 梨々香さん 
 青年部会長賞   神埼小   杠  歩佳さん 
          若基小  川嶋 萌心さん 
          基山小  冨山 美咲さん 
 入選 神埼小９名  基山小１０名  若基小１名 

 

絵はがきコン

クール表彰式 
令和３年 ２.０８ 

基山町立基山小学校  
受賞者  １６名 

会長 
鳥栖税務署２名 
事務局  ２名 
＊租税教室は中止 
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○佐賀県法人会連合会各委員会・事務局会議等 
会議名 開催日 議   題 出席者 

総務委員会 
令和２年 

６.０２ 

１．第８回定時総会について 
２．令和元年度事業報告の件 
３．公益目的支出計画実施報告書の件 
４．令和２年度事業計画及び収支予算の件 
５．令和元年度決算報告の件 
６．一部役員変更の件 

小田専務理事 

理事会 
令和２年 

６.１５ 

【審議事項】 
第１号議案 第８回定時総会開催の件 
第２号議案 令和元年度事業報告の件  
第３号議案 公益目的支出計画実施報告の件 
第４号議案 令和元年度決算承認の件 

橋本会長 
牟田副会長 
小田専務理事 

定時総会 
令和２年 

６.２２ 

第８回定時総会 
【報告事項】（理事会承認事項） 
１．令和元年度事業報告の件 
２．公益目的支出計画実施報告の件 
３．令和２年度事業計画及び収支予算の件 

【議案審議】  
第１号議案 令和元年度決算承認の件 
第２号議案 一部役員変更の件 

橋本会長 
古賀副会長 
牟田副会長 
小田専務理事 

厚生委員会 
令和２年 

７.２８ 

１．全法連厚生委員会報告 
２．令和元年度福利厚生制度推進結果について 
３．令和２年度福利厚生事業計画及び進捗状況について 

中村委員長 
宮原副委員長 
小田専務理事 

研修委員会 
令和２年 

８.２６ 

１．全法連公益事業研修委員会会議報告 
２．令和元年度県連研修活動報告 
３．令和２年度県連研修活動実績（４～７月） 
４．講演会・研修会の実施について 
  ・公開講演会実施について 
  ・今後の研修活動計画について 
５．単位会活動実績及び計画について 

寺田副委員長 
小田専務理事 

組織委員会 
令和２年 

９.１８ 

１．第一回全法連組織委員会報告 
２．令和元年度の会員増強結果について 
３．令和２年度会員増強推進について 
４．各単位会の令和元年度実績と令和２年度会員増強計画に

ついて（単位会報告） 

山津委員長 
𠮷原副委員長 
小田専務理事 

県内法人会 
事務局会議 

令和２年 
１０.１２ 

１．全法連専務理事等会議報告 
２．各単位会地域の状況情報交換について 
３．今後の事業等計画について 

小田専務理事 
井田職員 

県内法人会 
事務局研修会 

令和２年 
１２.１８ 

～１９ 
県連事務局鹿児島研修 

小田専務理事 
井田職員 

県連講演会 
令和３年 

２.２５ 
演題：「どうなる日本の政治と経済」 
講師：政治評論家 有馬 晴海 氏 

聴講者 ８４名 

組織委員会 
令和３年 

３.１１ 

１．第二回全法連組織委員会報告 
２．令和２年度の会員増強結果について（全法連表彰） 
 ・努力賞：佐賀県法人会連合会（対前年比１社以上増） 
 ・最優秀賞：佐賀法人会（対前年比２０社以上増） 
 ・優秀賞：唐津法人会（対前年比５社以上増） 

山津委員長 
𠮷原副委員長 
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 ・努力賞：武雄法人会、鳥栖法人会（対前年比１社以上増） 
３．各単位会の令和２年度会員増強について（単位会報告） 

総務委員会 
令和３年 

３.１８ 

１．全法連第２回総務委員会報告 
２．令和２年度事業報告 
３．県連事務局事務所移転について 
４．青年部会全国大会専任スタッフ受入れについて（出向者） 
５．令和３年度事業計画(案)および予算(案)について 
６．第９回県連定時総会開催について 
７．令和３年度全法連青年の集い「佐賀大会」の件 

古賀久登委員長 
小田専務理事 

理事会 
令和３年 

３.２４ 

【報告事項】 
１．令和２年度事業報告 
【審議事項】 
１号議案 県連事務局事務所移転について 
２号議案 青年部会全国大会専任スタッフ受入れについて 
３号議案 令和３年度事業計画(案)および予算(案)について 
【その他】 
１．第９回県連定時総会開催について 
２．令和３年度全法連青年の集い「佐賀大会」の件 

橋本会長 
小田専務理事 

 
 
 
○佐賀県法人会連合会 女性部会連絡協議会 会議等 

会議名 開催日 議   題 出席者 

役員会 
令和２年 

１１.２７ 

１．令和元年度活動報告及び収支会計報告 
２．令和２年度全法連・九北連関係 
３．佐賀県連関係 
４．今年度事業活動について 
５．第１５回法人会全国女性フォーラム新潟大会について 

藤永部会長 
井田職員 

役員会 
令和３年 

２．２ 

１．令和２年度事業報告について 
２．佐賀県女連協講演会の役割分担について 
３．令和３年度事業計画について 

藤永部会長 
井田職員 

佐賀県連女連協 
研修会 

令和３年 
３．１ 

演題：「挑戦！自分らしい生き方を実現させるために、やるべ

きこと」 
講師：加藤 雅世子氏（学校法人佐賀星生学園 校長） 

部会員 ６名 
井田職員 

 
 
 
○佐賀県法人会連合会 青年部会連絡協議会 会議等 

会議名 開催日 議   題 出席者 

役員会 
令和２年 

４.１０ 

令和３年青年の集い佐賀大会について 
 １．開催主旨・スローガン・シンボルマークについて 
 ２．大会運営スケジュールについて 
 ３．推進項目について（部会員増強、Jタイプ推進） 
 ４．担当業務委託業者の選定について 

陣ノ内部会長 
小田専務理事 

役員会 
令和２年 

６. ５ 

１．令和２年度事業計画（案）について 
２．令和３年青年の集い佐賀大会について 
  ①開催主旨・スローガン・シンボルマーク（修正案）に

ついて 

陣ノ内部会長 
小田専務理事 
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  ②部会員増強、Jタイプ推進について 
  ③「財政健全化のための健康経営アワード」について 

青連協 定時大会 
令和２年 

６.１０ 

【審議事項】 
１号議案 令和元年度事業報告承認の件 
２号議案 令和２年度事業計画（案）承認の件 
【報告事項】 
１．全国青年の集い佐賀大会について 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 

青年の集い 
５県連会議 

令和２年 
９.１１ 

・山形県連、沖縄県連、佐賀県連、島根県連、大分県連から

の現況報告及び大会実施後の報告ほか 

陣ノ内部会長 
弟子丸理事 
小田専務理事 

役員会 
令和２年 

９.１５ 

１．全国青連協第３回役員会報告 
２．全国青年の集い佐賀大会について 
３．九州北部法人会連合会青年部会研修会及び部会長サミッ

ト開催について 

陣ノ内部会長 
小田専務理事 

県連青連協 
ゴルフ大会 

令和２年 
９.１２ 

チャリティーゴルフ大会（ブリヂストンカンツリー俱楽部） 部会員 ３名 

役員会 
令和２年 
１０.１６ 

１．全国青年の集い佐賀大会について 
２．健康経営宣言、法人会アンケート調査システムについて 

陣ノ内部会長 
松村副部会長 
牟田理事 
藤田理事 
小田専務理事 

役員会 
令和２年 
１１.１６ 

１．第２回全法連青年部会連絡協議会報告 
２．全国青年の集い佐賀大会について 
３．健康経営宣言、法人会アンケート調査システムについて 

陣ノ内部会長 

役員会 
令和２年 
１２.１０ 

１．全国青年の集い佐賀大会について 
２．健康経営宣言について 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 

役員会 
令和３年 

１.２２ 

１．租税教室プレゼンテーション 
２．全国青年の集い佐賀大会について 
３．健康経営宣言書の提出について 

陣ノ内部会長 
小田専務理事 

役員会 
令和３年 

２.１８ 

１．第４回全法連青年部会連絡協議会報告 
２．全国青年の集い佐賀大会について 
  ①各実行委員会活動状況報告 
  ②青年部会年間スケジュール、実行委員会組織図の件 
３．健康経営宣言、法人会アンケート調査システムについて 
４．大型保障Jタイプ推進、部会員増強について 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 

役員会 
令和３年 

３.１８ 

１．第５回全法連青年部会連絡協議会報告 
２．全国青年の集い佐賀大会について 
  ①４月１２日全法連「現地視察」について 
  ②各実行委員会活動状況報告 
３．健康経営宣言、法人会アンケート調査システムについて 

陣ノ内部会長 
宮原副部会長 
小田専務理事 
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○九州北部法人会連合会・全国法人会総連合 
会議名 開催日 議  題 出席者 

九北連 総会 
令和２年 

 ８.２８ 

第８回 定時総会 
１ 令和元年７月～令和２年６月 事業報告および収支決算 
２ 令和２年７月～令和３年６月 事業計画及び収支予算（案） 
３ 役員の選任の承認について 

橋本会長 
小田専務理事 

九北連 青連協 
研修会及び部会長

サミット 

令和２年 
１０.０２ 

１．租税教育プレゼンテーション発表 
２．健康経営プロジェクト研修会 
３．部会長サミット 

陣ノ内部会長 
小田専務理事 

事務局セミナー 
令和３年 

３.０５ 

第３６回事務局セミナー（オンラインセミナー） 
「これだけはおさえておくべき会計知識と決算書の味方」 
  講師 齊藤 健氏（公認会計士） 

小田専務理事 
井田職員 

  
 
○諸会議・研修 

会議・研修名 開催日 次  第 出席者 

公益法人等職員人

権・同和問題研修

会 

令和２年 
７.１６ 

【研修・講演】 
演題「多様な個性が輝く社会へ～虹色に輝く街づくり～」 
講師 清水展人氏（一般社団日本LGBT協会 代表理事） 
            ・・・佐賀県県民環境部担当 

小田専務理事 

 
 
 
 
 
 
 

○会員加入状況 
所管法人数 ２,１７３社 
令和元年度末 会員数    ７８３社 
令和２年度中  入会      ３４社 
同 年度中  退会     ３２社 

     増 減   ＋２社 
令和２年度末  会員総数    ７８５社 
 うち正会員    ７４１社 
   賛助会員（法人の支店等）     １９社 
   賛助会員（個人事業者）     ２５者 
加入率（個人事業者を除く）   ３５.０％ 
令和２年度会費収入額 ６,３１２,４５０円 

       入会 ３４社（役員勧奨＝２９社  受託生損保勧奨＝３社   その他＝２社） 
退会 ３２社（休・廃業＝２０社 管外移転＝２社  会社都合等＝７社 その他＝３社） 
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  ○福利厚生制度加入状況（令和２年３月末現在） 
 経営者大型保障制度 ビジネスガード 医療保険 がん保険 

受託保険会社 
大同生命保険 
ＡＩＧ損害保険 

ＡＩＧ損害保険 アフラック生命保険 アフラック生命保険 

加入企業数 ３００社 ２３７社 ４１社 １０４社 

収入保険料 ５２，３１０万円 １４，４１９万円 ７０３万円 ２，０７３６万円 

加入率 ３９．１％ ３１．９％ ５．５％ １４．０％ 

役員企業加入数 ３３社（対象３９社） １９社 １８社 

    ※経営者大型保障制度の令和２年度加入状況 
     新規加入 ５社  取扱企業＝３９社  契約保険金額＝１４７,２００万円 
     目標達成支部（新規企業＋取扱い企業＋契約保険金額の３項目達成）   

上峰支部 
    ※貸倒保障制度 加入数０件    ※自動車共済制度 加入数２１台（１１社） 
  
 
 
 
 

○助成金・補助金額推移（福利厚生制度保険料に伴う事務手数料） 
 全法連助成金 佐賀県連補助金 合  計 

平成２８年度 １０，２７７，５００円 １，０９５，４１４円 １１，３７２，９１４円 

平成２９年度 １０，８９３，６００円 １，１９３，４７３円  １２，０８７，０７３円 

平成３０年度 １１，２７３，６００円 ６４９，０００円 １１，９２２，６００円 

令和 元 年度 １１，８２１，２００円 ６５４，０００円 １２，４７５，２００円 

令和 ２ 年度 １２，１４２，９００円 ９５０，０００円 １３，０９２，９００円 

 
  ○事務局職員 
    専従者２名 （専務理事１名  職員１名） 
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令和３年度事業計画 
【令和３年４月１日～令和４年３月３１日】 

 
Ⅰ．基本方針 
  公益社団法人として、更に公益性と透明性を高め、地域に根ざした活動を積極的に推進 
していく。   
１．税務コンプライアンスの向上に努め、税知識の普及と納税意識の高揚を図る。 
２．地域企業、地域社会への貢献活動に積極的に取り組む。 
３．税務当局との協調に努め、公正な税制と円滑な税務行政に寄与する。 
４．効果的な活動のため、組織の強化と会員の交流・親睦を図る。 

 
Ⅱ．事業計画 

公益目的事業 
 

 １．税制、税務に関する調査研究並びに提言活動（公益１） 
適正・公正な税制・税務に関する提言を行う。 

  （１）令和４年度（２０２２年度）税制改正に関するアンケート調査の実施 
  （２）令和４年度（２０２２年度）税制改正に関する要望事項の検討・作成 
  （３）税制改正提言活動（鳥栖市長、神埼市長、同両市議会議長） 
  （４）税制・税務に関する調査研究 
 
 ２．税知識の普及を目的とする事業（公益１） 
   税に関する知識を深めるとともに税知識の普及を図るため次の事業を行う。 
  （１）税の啓発活動（納税啓発冊子の配布） 
  （２）タックス・フェアー（税金展）の開催 
  （３）とす弥生まつりにおける税金クイズの実施 
  （４）小学校高学年を対象とした「租税教室」の開催。３校 
  （５）小学校高学年を対象とした「税の絵はがきコンクール」の実施。３校 
  （６）中学生の税の作文優秀者への鳥栖法人会会長賞の授与 
  （７）ホームページを活用した税知識の普及活動 
 
 ３．納税意識の高揚を目的とする事業（公益１） 
   税務のコンプライアンスの向上を図るとともに実務面から税知識を深め、適正な申告

納税意識の向上を図るため次の事業を行う。 
  （１）四半期ごとに決算月を迎えた企業を対象に決算事務説明会の開催（年４回） 
  （２）新設全法人を対象に新設法人説明会の開催（年１回） 

（３）支部及び部会を対象に署長税務研修会の開催（年１回） 
（４）各説明会で「自主点検チェックシート」を配布し、税務コンプライアンス向上を 

図る 
（５）広報誌「ほうじん鳥栖」の発行（年２回）、全法連「ほうじん」の配布（年４回） 

  （６）「ｅ－Ｔａｘ」の利用推進 
  （７）ホームページを活用した納税意識の高揚活動 
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４．地域企業の健全な発展に寄与する事業（公益２） 

地域企業の健全な発展に資するため次の事業を行う。 
   （１）実務研修会の開催 
      スタートアップ教育研修会  
   （２）経営等に関する講演会の開催。 
      経営に関する公開講演会及び新春経済講演会  
   （３）インターネットセミナー（セミナーオンデマンドの活用） 
 
 ５．地域社会への貢献を目的とする事業（公益２） 
   地域社会の活性化と環境保全に寄与するため、次の事業を行う。 

（１）管内８支部の地域イベント等に参加 
（２）管内８支部の地域イベント等に参加し、「水切りネット」を配布して、生ごみ  

の減量化と生活排水の浄化を啓発する環境保全活動の実施。 
（３）公共機関や学校、団体等への寄付または寄贈の実施。 

 
 

共 益 事 業 
 

 １．会員の交流に資するための事業（共益・他１） 
  （１）会員親睦・交流事業 
     ①会員交流懇親会の開催（定時総会及び企業視察研修会時に開催） 
     ②会員ゴルフ大会の開催 
     ③県連青年部会ゴルフ大会への参加 
     ④部会研修交流会の開催 
     ⑤支部会員研修交流会の開催 
 
  （２）会員増強事業 
     組織の強化を図るため、会員増強に取り組む。 
     ①会員増強運動  

期 間：１０月～１２月の３カ月間 
目 標：８００社 会員 

     ②功労者に対し、表彰を行う 
 
２．会員のための福利厚生事業（共益・他２） 

       会員企業の福利厚生制度を支援し企業保全を目的に各種制度の普及推進を図る。 
     ①経営者大型総合保障制度の普及推進 
     ②ビジネスガードの普及推進 

       ③がん保険・医療保険の普及推進 
 ④貸倒保障制度（県連事業の案内・周知）の普及推進 
⑤自動車共済制度の普及推進 

     ⑥功労者に対し、表彰を行う 



報告事項（理事会承認事項）（２）令和３年度事業計画について                           
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その他の事業 

 
  １．大会・会議等への参加 
    公益法人としての事業運営に関わる制度改正や運営要領等の情報を収集するため、

全法連全国大会、全国青年の集い、全国女性フォーラム、九北連及び佐賀県連の定

時総会並びに関連する役員会、委員会、部会、事務局会議、セミナー等に参加して

法人会事業の充実・発展に努める。 
 

  ２．啓発活動 
       全法連女連協が実施する「いちごプロジェクト」（家庭における使用電力の１５％ 

節電運動）事業に参画し、節電の啓発活動を行う。 
 
  ３．会務運営の管理及び効率化 

       公益法人としての事業の健全かつ円滑な運営に向けて、ガバナンスの確保に努める 
とともに、事務局運営の合理化、効率化、適正化を図る。 
 ①個人情報の安全かつ適正な取り扱い 
  「個人情報保護に関する基本方針、個人情報取扱規程」「個人番号及び特定個

人情報取扱規程」及び「就業規則」に基づき安全かつ適正な取扱いを行う。 
     ②諸会議の効果的な開催 
      定款及び総会運営規則、理事会運営規則等に基づき、総会、理事会、各委員会、 

部会、支部会等の会議を効果的に開催する。全法連事務局研修会及び県連事務 
局会議へ参加し、適正な運営に努める。 

      ③事務局業務の合理化・効率化 
      事務処理規程及び会計処理規程等に基づき、合理的、効率的な運営と内部統制 

に努める。 
以上 

 
 
 
 
 
 
 
 



報告事項（理事会承認事項）（３）令和３年度収支予算について

当年度① 前年度②

(令和３年度） （令和２年度）

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　　（１）経常収益

　　　　　 基本財産運用収入 500 500 0

　　　　　　    基本財産受取利息 500 500 0

　　　　　 特定資産運用益 500 500 0

　　　　　　　　特定資産受取利息 500 500 0

　　　　　 会費収入 6,468,000 6,468,000 0

　　　　　　　　正会員受取会費 6,300,000 6,300,000 0 会費収入

　　　　　　　　賛助会員受取会費 168,000 168,000 0 会費収入(支店・個人含）

　　　　　 受取補助金等 12,255,000 12,344,900 △ 89,900

　　　　　　　　受取県連補助金 950,000 850,000 100,000 県連補助金

　　　　　　　　受取全法連助成金振替額 11,305,000 11,494,900 △ 189,900 全法連公益事業助成金

　　　　　 受取負担金 1,285,000 1,185,000 100,000

　　　　　　　　青年部会負担金 200,000 100,000 100,000 青年部会年会費

　　　　　　　　女性部会負担金 125,000 125,000 0 女性部会年会費

　　　　　　　　総会等負担金 720,000 720,000 0 総会等親会費

　　　　　　　　支部負担金 240,000 240,000 0 懇親会会費

　　　　　 雑収益 31,000 151,100 △ 120,100

　　　　　　　　受取利息 1,000 1,100 △ 100 預金利息

　　　　　　　　雑収益 30,000 30,000 0 事務委託料等

　　　　　　　　広告料収益 0 120,000 △ 120,000

　　　　　 経常収益計 20,040,000 20,150,000 △ 110,000

　　　（２）経常費用

　　　　　 事業費 17,580,500 16,313,000 1,267,500

　　　　　　　　役員報酬 3,442,500 3,442,000 500 年俸　※

　　　　　　　　給料手当 2,975,000 2,958,000 17,000 基本給　賞与　時間外手当等　※

　　　　　　　　福利厚生費 1,572,500 1,445,000 127,500 社会保険料　生命共済等　※

　　　　　　　　会議費 1,683,000 1,520,000 163,000 社会貢献・税金展等打合せ等

　　　　　　　　旅費交通費 1,353,500 1,098,000 255,500 講師旅費　全国大会等　※

　　　　　　　　通信運搬費 641,500 531,000 110,500 電話　往復はがき等　※

　　　　　　　　減価償却費 0 31,000 △ 31,000 空調機　※

　　　　　　　　消耗品費 640,000 1,143,000 △ 503,000 クイズ賞品等　※

　　　　　　　　印刷製本費 725,000 785,000 △ 60,000 議案書　広報誌等　※

　　　　　　　　燃料費 42,500 42,000 500 公用車ガソリン代　※

　　　　　　　　水道光熱費 102,000 102,000 0 ※

　　　　　　　　賃借料 714,000 714,000 0 テナント家賃　※

　　　　　　　　保険料 59,500 59,000 500 公用車損害保険料

　　　　　　　　諸謝金 1,250,000 800,000 450,000 講演会講師料

　　　　　　　　支払負担金 125,000 100,000 25,000 地域支援　講演会等共催負担金

　　　　　　　　会場費 730,000 570,000 160,000 総会　研修会等

　　　　　　　　広告宣伝費 212,000 130,000 82,000 タックスフェアー広告宣伝費

　　　　　　　　記念品費 588,000 100,000 488,000 税の作文　会員増強等 

　　　　　　　　リース料 382,500 442,000 △ 59,500 パソコン　電話　公用車等　※

　　　　　　　　事務所管理費 51,000 51,000 0 共益費　※

　　　　　　　　支払手数料 76,500 77,000 △ 500 振込手数料　※

　　　　　　　　雑費 214,500 173,000 41,500 公用車車検・点検料等　※

－３2－

令和３年度　収支予算書
令和３年(2021年)４月１日から令和４年(2022年)３月３１日まで

（単位：円）

増　減①－② 摘　　　　　　要科　　　　　　　　目

（科目変更：記念品費、昨年度は表彰費）



報告事項（理事会承認事項）（３）令和３年度収支予算について

科　　　　　　　　目 当年度① 前年度② 増　減①－② 摘　　　　　　要

　　　　 　管理費 4,299,500 3,837,000 462,500

　　　　　　　　役員報酬 607,500 608,000 △ 500 ※

　　　　　　　　給与手当 525,000 522,000 3,000 ※

　　　　　　　　福利厚生費 277,500 255,000 22,500 ※

　　　　　　　　会議費 747,000 480,000 267,000

　　　　　　　　旅費交通費 222,500 142,000 80,500 ※

　　　　　　　　通信運搬費 222,500 229,000 △ 6,500 ※

　　　　　　　　減価償却費 0 6,000 △ 6,000 ※

　　　　　　　　消耗品費 30,000 27,000 3,000 ※

　　　　　　　　印刷製本費 558,000 425,000 133,000 ※

　　　　　　　　燃料費 7,500 8,000 △ 500 ※

　　　　　　　　水道光熱費 18,000 18,000 0 ※

　　　　　　　　賃借料 126,000 126,000 0 ※

　　　　　　　　保険料 10,500 11,000 △ 500 ※

　　　　　　　　諸謝金 320,000 320,000 0 顧問税理士謝金

　　　　　　　　諸会費 20,000 23,000 △ 3,000 会議所・観光協会

　　　　　　　　支払負担金 250,000 270,000 △ 20,000 県連・青年・女性部負担金

　　　　　　　　会場費 42,000 50,000 △ 8,000 総会・研修会等

　　　　　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0 慶弔費

　　　　　　　　表彰費 30,000 10,000 20,000 功労者表彰

　　　　　　　　リース料 67,500 78,000 △ 10,500 ※

　　　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000 0 ※

　　　　　　　　支払手数料 13,500 13,000 500 ※

　　　　　　　　雑費 145,500 157,000 △ 11,500 ※

　　　　　 経常費用計 21,880,000 20,150,000 1,730,000

　　　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 1,840,000 0 △ 1,840,000

　　　　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　　　　当期経常増減額 △ 1,840,000 0 △ 1,840,000

　２．経常外増減の部

　　　（１）経常外収益

　　　　　 固定資産取崩額 0 0 0

　　　　　　　什器備品当金取崩額 0 0 0

　　　　　　　経常外収益計 0 0 0

　　　（２）経常外費用

　　　　　　 固定資産取得支出 0 0 0

　　　　　　　什器備品購入支出 0 0 0

　　　　　 経常外費用計 0 0 0

　　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,840,000 0 △ 1,840,000

　　　　　　　一般正味財産期首残高 17,765,206 18,063,168 △ 297,962

　　　　　　　一般正味財産期末残高 15,925,206 18,063,168 △ 2,137,962

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　　　 受取補助金等 11,305,000 11,494,900 △ 189,900

　　　　　　　　受取全法連助成金 11,305,000 11,494,900 △ 189,900

　　　　　　 一般正味財産への振替額 △ 11,305,000 △ 11,494,900 189,900

　　　　　　　　一般正味財産への振替額 △ 11,305,000 △ 11,494,900 189,900

　　　　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　　　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ．正味財産期末残高 15,925,206 18,063,168 △ 2,137,962
※：従事割合

－３3－



公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　　　基本財産受取利息 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　 特定資産運用益 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　　　特定資産受取利息 0 0 500 500 0 0 0 0 0 500

　　　　 受取会費 0 0 646,800 646,800 0 0 2,910,600 2,910,600 2,910,600 6,468,000

　　　　　　正会員受取会費 0 0 630,000 630,000 0 0 2,835,000 2,835,000 2,835,000 6,300,000

　　　　　　賛助会員受取会費 0 0 16,800 16,800 0 0 75,600 75,600 75,600 168,000

　　　　 受取補助金等 0 0 11,305,000 11,305,000 100,000 0 0 100,000 850,000 12,255,000

　　　　　　受取県連助成金 0 0 0 0 100,000 0 0 100,000 850,000 950,000

　　　　　　受取全法連助成金振替 0 0 11,305,000 11,305,000 0 0 0 0 0 11,305,000

　　　　 受取負担金 0 0 0 0 1,015,000 0 0 1,015,000 270,000 1,285,000

　　　　　　青年部会負担金 0 0 0 0 200,000 0 0 200,000 0 200,000

　　　　　　女性部会負担金 0 0 0 0 125,000 0 0 125,000 0 125,000

　　　　　　総会等負担金 0 0 0 0 450,000 0 0 450,000 270,000 720,000

　　　　　　支部負担金 0 0 0 0 240,000 0 0 240,000 0 240,000

　　　　 雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 31,000 31,000

　　　　　　受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 1,000 1,000

　　　　　　雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 30,000 30,000

　　　　　　広告料収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　経　　常　　収　　益　　計 0 0 11,952,800 11,952,800 1,115,000 0 2,910,600 4,025,600 4,061,600 20,040,000

　　（２）経常費用

　　　　 事業費 8,337,000 5,393,500 0 13,730,500 3,491,000 359,000 0 3,850,000 0 17,580,500

　　　　　　役員報酬 2,025,000 769,500 0 2,794,500 567,000 81,000 0 648,000 0 3,442,500

　　　　　　給料手当 1,750,000 665,000 0 2,415,000 490,000 70,000 0 560,000 0 2,975,000

　　　　　　福利厚生費 925,000 351,500 0 1,276,500 259,000 37,000 0 296,000 0 1,572,500

　　　　　　会議費 160,000 336,000 0 496,000 1,167,000 20,000 0 1,187,000 0 1,683,000

　　　　　　旅費交通費 603,000 458,500 0 1,061,500 269,000 23,000 0 292,000 0 1,353,500

　　　　　　通信運搬費 370,000 139,500 0 509,500 123,000 9,000 0 132,000 0 641,500

　　　　　　減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　消耗品費 370,000 88,000 0 458,000 178,000 4,000 0 182,000 0 640,000

　　　　　　印刷製本費 475,000 134,000 0 609,000 104,000 12,000 0 116,000 0 725,000

　　　　　　燃料費 25,000 9,500 0 34,500 7,000 1,000 0 8,000 0 42,500

　　　　　　水道光熱費 60,000 22,800 0 82,800 16,800 2,400 0 19,200 0 102,000

　　　　　　賃借料 420,000 159,600 0 579,600 117,600 16,800 0 134,400 0 714,000

　　　　　　保険料 35,000 13,300 0 48,300 9,800 1,400 0 11,200 0 59,500

　　　　　　諸謝金 50,000 1,200,000 0 1,250,000 0 0 0 0 0 1,250,000

　　　　　　支払負担金 10,000 95,000 0 105,000 20,000 0 0 20,000 0 125,000

　　　　　　会場費 499,000 190,000 0 689,000 35,000 6,000 0 41,000 0 730,000

　　　　　　広告宣伝費 132,000 80,000 0 212,000 0 0 0 0 0 212,000

　　　　　　記念品費 8,000 500,000 0 508,000 20,000 60,000 0 80,000 0 588,000

　　　　　　リース料 225,000 85,500 0 310,500 63,000 9,000 0 72,000 0 382,500

　　　　　　事務所管理費 30,000 11,400 0 41,400 8,400 1,200 0 9,600 0 51,000

　　　　　　支払手数料 45,000 17,100 0 62,100 12,600 1,800 0 14,400 0 76,500

　　　　　　雑費 120,000 67,300 0 187,300 23,800 3,400 0 27,200 0 214,500

公１：税制、税務に関する調査研究並びに提言活動。税知識の普及を目的とする事業。納税意識の高揚を目的とする事業

令和３年度 収支予算内訳表
令和３年(2021年)４月１日から令和４年(2022年)３月３１日まで

（単位：円）

科　　　　　目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計 合　　　計

公２：地域企業の健全な発展に寄与する事業。地域社会への貢献を目的とする事業
他１：会員の交流に資するための事業（会員親睦交流、会員増強）
他２：会員のための福利厚生事業　　　　　　　　

－３4－



科　　　　　目 公　　　1 公　　　２ 公益共通 公益合計 他１ 他　　　２ 収益共通 収益合計 法人会計 合　　　計

　　　　 管理費 4,299,500 4,299,500

　　　　　　役員報酬 607,500 607,500

　　　　　　給料手当 525,000 525,000

　　　　　　福利厚生費 277,500 277,500

　　　　　　会議費 747,000 747,000

　　　　　　旅費交通費 222,500 222,500

　　　　　　通信運搬費 222,500 222,500

　　　　　　減価償却費 0 0

　　　　　　消耗品費 30,000 30,000

　　　　　　印刷製本費 558,000 558,000

　　　　　　燃料費 7,500 7,500

　　　　　　水道光熱費 18,000 18,000

　　　　　　賃借料 126,000 126,000

　　　　　　保険料 10,500 10,500

　　　　　　諸謝金 320,000 320,000

　　　　　　諸会費 20,000 20,000

　　　　　　支払負担金 250,000 250,000

　　　　　　会場費 42,000 42,000

　　　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000

　　　　　　記念品費 30,000 30,000

　　　　　　リース料 67,500 67,500

　　　　　　事務所管理費 9,000 9,000

　　　　　　支払手数料 13,500 13,500

　　　　　　雑費 145,500 145,500

　　経　　常　　費　　用　　計 8,337,000 5,393,500 0 13,730,500 3,491,000 359,000 0 3,850,000 4,299,500 21,880,000

　　　　　　当期経常増減額 △ 8,337,000 △ 5,393,500 11,952,800 △ 1,777,700 △ 2,376,000 △ 359,000 2,910,600 175,600 △ 237,900 △ 1,840,000

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　 固定資産取崩額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　什器備品引当金取崩額 0 0 0 0

　　　　 経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　 固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　什器備品購入支出 0 0 0 0

　　　　 経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　　他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 当期一般正味財産増減額 △ 8,337,000 △ 5,393,500 11,952,800 △ 1,777,700 △ 2,376,000 △ 359,000 2,910,600 175,600 △ 237,900 △ 1,840,000

　　　　 一般正味財産期首残高 - - - - - - - - - 17,765,206

　　　　 一般正味財産期末残高 - - - - - - - - - 15,925,206

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　　　　 受取補助金等 0 0 11,305,000 11,305,000 0 0 0 0 0 11,305,000

　　　　　　受取全法連助成金 0 0 11,305,000 11,305,000 0 0 0 0 0 11,305,000

　　　　 一般財産へ振替額 0 0 △ 11,305,000 △ 11,305,000 0 0 0 0 0 △ 11,305,000

　　　　　　一般正味財産への振替額 0 0 △ 11,305,000 △ 11,305,000 0 0 0 0 0 △ 11,305,000

　　　　 当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　　　　 指定正味財産期首残高 - - - - - - - - - -

　　　　 指定正味財産期末残高 - - - - - - - - - -

Ⅲ．正味財産期末残高 - - - - - - - - - 15,925,206



－３5－
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令和２年度 功労者表彰 
 

◇鳥栖法人会 会長表彰（在任表彰） 
  基準：通算６年以上在任の役員、通算８年以上の委員・部会・支部役員 

  田代 勝久 様   久光製薬株式会社 
大石 忠徳 様   サンポー食品株式会社 

 
 

◇特別功労者表彰（退任役員表彰） 
  基準：本会の副会長または委員長を経験して退任する者及び功労顕著な者 
     松雪 秀敏 様   鳥栖ガス株式会社 
     寺田 陽一 様   株式会社三川 
     原  佳彰 様   株式会社原組 
          大竹 義治 様   九州北部税理士会鳥栖支部 
 
 
◇会員増強運動表彰 
   

【５社】齊藤恭宏 様 ㈱鳥栖構内タクシー    【５社】松尾政博 様  ㈱マツコー   
【３社】𠮷原俊樹 様  ㈲大阪屋                【２社】馬場舞子 様  大同生命保険㈱鳥栖(営) 
【２社】中村忠昭 様  ㈱昭和電設工業      【２社】野中良司 様 ㈱大石膏盛堂 
【２社】橋本健男 様 ㈱ハシモト保険センター  【２社】山津浩善 様  ㈱鳥栖セントラルゴルフ練習場   
【１社】伊東和孝 様  ㈲トーワインダストリー   【１社】生島忠嗣 様 ㈱山崎不動産 
【１社】江見登吉 様 江見製袋㈱        【１社】大島弘三 様  ㈱大島組 
【１社】片山明至 様 ㈱中央軒                 【１社】高取 勲 様 佐賀信用金庫   
【１社】鳥飼善治 様 鳥飼建設㈱               【１社】牟田正明 様 牟田建設㈱ 
・増強目標達成支部：鳥栖支部 
 
 

◇福利厚生制度表彰（支部及び個人）   
 「経営者大型総合保障制度」 
  ・支部表彰基準：新規企業、取扱企業、新契約保障金額の３つの目標を全て達成した支部 

上峰支部 様（山口裕久支部長）     
  ・個人表彰基準：新規企業、取扱企業、新契約保障金額の３つの目標のうち１つを達成した者 

大同生命保険㈱鳥栖営業所       大隈 栄一 様  
大同生命保険㈱鳥栖営業所       森田 賢一 様 
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第９回定時総会  来賓名簿 
 

鳥栖税務署 署長                林  清貴 殿 

鳥栖税務署 法人課税部門統括国税調査官     永松 秀章 殿 

鳥栖税務署 法人課税部門上席国税調査官     山田 昌子 殿 

佐賀県税事務所 所長              古賀 豊子 殿 

九州北部税理士会鳥栖支部 支部長        鳥飼 秀巳 殿 

大同生命保険株式会社佐賀支社 支社長      稲荷 龍典 殿 

大同生命保険株式会社佐賀支社 鳥栖営業所長   古江 健二 殿 

ＡＩＧ損害保険株式会社佐賀支店 支店長     横尾 泰正 殿 

アフラック生命保険株式会社佐賀支社  支社長    瀬戸 弘貴 殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 

法人会の理念 

 

法人会は税のオピニオンリーダーとして 

企業の発展を支援し 

地域の振興に寄与し 

国と社会の繁栄に貢献する 

経営者の団体である 

 

 


